
●主催：大阪市立自然史博物館　●協力：認定 非営利活動法人 大阪自然史センター・ちゃめっこはくぶつかん

はじめに
　ミニ展示「しぜんしワークショップ展」にようこそ。
毎月博物館で行われている「子どもワークショップ」は
自然の魅力を子どもたちに伝える活動として2004年か
らスタートし、今年で12年目になります。今回の展示は
博物館と連携して活動している「認定 特定非営利活動法
人 大阪自然史センター（以下、大阪自然史センター）」
と「ちゃめっこはくぶつかん」の2つのグループが行っ
てきたワークショップを小道具や成果品などで振り返り
ました。
　また、懐かしいワークショップを思い返すだけでなく
伝えるための工夫やアートワークも展示しました。博物
館で実施したワークショップはさらに他の地域でも展開
されてきました。そこで実施する上で、様々に工夫され
変化する様子も展示しました。本書はその展示をまとめ
た記録集です。
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　博物館で行われてきたワークショップを、まだ博物館に来てい
ない子どもたちにも届けたい。例えば長期入院する子どもがいる
病院で、地域の公民館などで。そして博物館が、町が、東日本大
震災で大きな被害を受けた東北へ。
　子どもたちに自然のおもしろさを伝えるために博物館を飛び出
したワークショップは、博物館の中で行うのとはまた違う、様々
な工夫が必要になります。

博物館を飛び出して

　人気プログラムのひとつである「きょうりゅうはりえ」
は、博物館の外で行うことも多いワークショップです。そ
れは「恐竜」という魅力的なテーマ、小さな子をはじめど
んな年齢の人も親しみやすい「はりえ」という工作、そし
て特に三陸地域では、ワークショップを行う場所で発見さ
れた地域の宝である化石をモチーフに改良できる柔軟さが
あるからです。
　博物館を飛び出した先の
すべての地域で恐竜が発見
されているわけではありま
せん。そんなときは「はり
はりはりえ」と名前をかえ
て、魅力的な化石・アンモ
ナイトやギョリュウなどを
モチーフとしたワークショ
ップを行っています。　

大きいはりえをみんなで
　博物館の中で行う時は、ひとり1枚のはりえを作りますが、子どもたちの人
数が多い学校などでは、みんなでひとつの大きなはりえを完成させることがあ
ります。これは出張ワークショップを行うなかで生まれた工夫です。
　完成した大きなはりえは、学校やその地域に置いていくため、今回は展示で
きませんでしたが、きっと参加してくれた子どもたちの想い出とともに大事に
されていることでしょう。

「はま・なか・あいづ文化連携プロジェクト」
でのはりえワークショップ。
いわき市好間第一小学校にて。
いわき市から発見された「フタバサウルス」
のはりえをする子どもたち。

●2005年2月 ●2007年2月 ●2008年5月 ●2011年5月6月
●2011年9月～現在　【東北編】東北遠征スタート ●2013年1月 【東北編】
●2013年5月6月 ●2014年11月  大阪市立大学附属病院
●2014年2月　城東区民ホールフェスタ ●2014年7月　大阪市立野里小学校
●2015年7月　大阪ハービスホール「ゆめまちフェスティバル」●2015年１２月　福島区民センター
※場所の記入がないものは大阪市立自然史博物館で開催

まだ解明されていないことの多い恐竜の皮膚の色について、恐竜ハカセになった気分で
自分なりに考えます。化石の不思議や魅力を伝え、恐竜について想像し考えることを楽しみます。
●恐竜が化石になるまでのお話を、紙芝居でご紹介します。
●展示や化石を見てながら、恐竜の色について一緒に想像します。
●はりえで、恐竜の色を表現します。

開催場所
時 期

ねらい
内 容

「きょうりゅう」って、どんな色をしていたの？はくぶつかんの大きな
きょうりゅうのホネをながめてたら、自分の好きな色の紙をちぎって
はりつけて…　オリジナルの「きょうりゅうはりえ」をつくろう！
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　大阪自然史センターの初代教育スタッフの小島まみと、山中
亜希子によるワークショップユニット。京都を中心に活動して
います。自然史博物館や大阪自然史センターとも連携しながら
新たな場所でのワークショップを開拓しています。

「ちゃめっこはくぶつかん」

ねらい
内 容

開催場所
時 期

●2011年 7月   生田川水辺祭 ●2011年 7月　篠山チルドレンズミュージアム
●2011年 11月12月　高槻市立自然博物館 ●２０１２年 1月　京都こどもみらい館
● 　生田川水辺祭 ●2013年 ９月　京都こどもみらい館 ●2014年 ４月　生田川さくらまつり
●2014年　８月　神戸市立森林植物園 ●2014年　９月　篠山チルドレンズミュージアム
●201５年　４月　生田川さくらまつり ●2015年　８月　神戸市立環境みらい館
●2015年　９月　神戸市立森林植物園 ●2015年　１０月　神戸市再度公園

イノシシの専門家とつくったワークショップボックスをもとに展開するプログラムです。
剥製や紙芝居を見ながら、イノシシの生態や素敵なところを一緒に見つけます。
神戸市での実施が多いのは、街におりてくるイノシシへの興味関心が高いことが反映しているようです。
●イノシシの特徴や体つきを見ながら、山での暮らしを伝えます。
●スタンプを押して成果物をつくります。手元に残るイノシシの情報として、記念に持ち帰ってもらいます。

山にいるイノシシは、どんなくらしをしているのでしょう。ヒミツがつまったワーク
ショップボックスや紙芝居で紹介します。さいごにオリジナルスタンプを押しましょう。
あなたが心に残った場面はどこですか。どのスタンプを選びたくなるでしょう？

●201１年10月　こどもワンダーカーニバル京都 ●201１年10月　大阪市立自然史博物館
●201２年10月　京都こどもみらい館 ●201３年11月　篠山チルドレンズミュージアム
●201４年10月 11月　高槻市立自然博物館●201５年 6月　阿波座南公園
●201５年10月　京都ちっちゃいパレード

子どもたちにとって身近な自然であるドングリを、じっくり見つめるプログラム。ドングリの春夏秋冬の様子や
5種類のドングリの特徴や名前などを、標本や紙芝居で見ていきます。幼児向けにはあてっこをメインに、
小学生向けには紙芝居と標本をメインにと、対象者と場によって調整ができる内容にしています。
●紙芝居を見ながら、ドングリの春夏秋冬について紹介します。
●5種類のドングリを見くらべながら、イラストパネルとあてっこします。ぼうしや実の様子を見ていきます。
●オリジナルのドングリスタンプを押して、バッグをつくります。
●完成したバッグを見せ合ったり、ドングリの枝葉や図鑑、資料を見ながらお話します。

開催場所
時 期

ねらい
内 容

ほそながい、まるい、とげとげ…？ドングリハウスに入った５種類のドングリと
ぼうしをくらべっこ。かみしばいで、ドングリのヒミツを紹介するよ。さいごに
ドングリもようのスタンプで布バッグをつくろう！

大阪市立自然史博物館では植物研究室の学芸員さんと一緒に実施しまし た （２０１１年）

● 年 2月　京都こどもみらい館●201４年 １ 月 ２ 月　高槻市立自然博物館
● 年 6月　京都こどもみらい館

４種類のカエルカードを見ながら、名前や住むところ、、 食べ物や特徴などを見ていきます。
カエルに詳しい方にハカセ役で登場してもらったり、資料館でカエルの生態展示を見ながら実施したり。
「カエル」という子どもたちの興味あるテーマを通じて、自然や環境のことを一緒に考える機会です。、
●カエルカードを見ながら、４種類のカエルをくらべっこします。
●それぞれの生態を紹介しながら、カエルの住んでいるところも考えます。
●オリジナルのカエルスタンプを押して、マップをつくります。 山に住むカエル、田んぼに住むカエル・・・
お話を思い出しながら、自由に制作します。

ねらい
内 容

ケロケロケロ…　みんなが大すきなカエルたち。どうして、なくの？
どうやって、オタマジャクシからカエルにへんしんするの？
お話をききながら、４種類のカエルを、カードでくらべっこしてみよう。
てぬぐいにスタンプをおして、カエルマップも作るよ。

開催場所
時 期

2013
201４

2012年 7月
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　教育プログラムとしてのワークショップについて、工夫や課題を話
し合う「ワークショップ研究会」を開催しました。参加者全員で「し
ぜんしワークショップ展」を見学した後、車座になってそれぞれの現
場で抱える悩みや問題点、その解決方法などの意見交換をしました。
　各地で取り組まれているワークショップの試みをより良いものに改
善していくためには、こうした現場スタッフの対話の場を持ち続ける
ことが重要だと考えています。

ワークショップ研究会

１、まずはみんなで展示を見よう
それぞれの担当者が展示の解説をしました。

当日会場から出た様々な意見・疑問

【日時】
平成28年1月9日（土）13:00～16:00
【スケジュール】
13:00－14:00 企画者による展示解説
14:00－16:00 ワークショッパー座談会
〈テーマ〉
「博物館の中と外でのワークショップ運営、
それぞれの課題と工夫」
小島まみ（ちゃめっこはくぶつかん）
山中亜希子（大阪自然史センター）
（進行〉佐久間大輔（大阪市立自然史博物館
　　　　学芸員）
〈会場〉大阪市立自然史博物館 本館展示室、
　　　　集会室
【参加人数】
３５人

３、ディスカッション
全員で参加動機や現場の実践例や疑問などを話し合いました。

２、自由見学
ワークショップのキットを試してみたり、
スタッフとのおしゃべりや質問にも花が咲きます。
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自然史博物館の
子どもワークショップ
　大阪にはたくさんの博物館や美術館があり、た
くさんの人が学んでいます。美術館や歴史博物館
と比べて、自然史博物館に特徴的なことは、子ど
もから大人まで幅広い人が学んでいること。これ
は動物園や科学館と似ています。
　そうはいっても博物館の展示は小さい人にもわ
かりやすい、簡単なものばかりではありません。
「どこに注目してみたらおもしろいのかな？」と
迷うこともあります。じっと見たらおもしろい発
見があるはず、何かきっかけがほしいと思ってい
る人は多いでしょう。
　博物館の展示のおもしろさをもっと伝えたい、
そんな思いから2004年にスタートしたのが「子
どもワークショップ」です。子どもたちと博物館
でしかできない学びを創り出そうと努力していま
す。

私たちが考える
「子どもワークショップ」
　子どもワークショップはその名の通り、子どもたち
に楽しんでいただけるように工夫されているプログラ
ムですが、プログラムの間、実はスタッフや学芸員は
後ろで見守るご家族にも一生懸命メッセージを送って
います。子どもがおもしろがることは、実は大人にも
おもしろい。大人も一緒に楽しさに気付いてもらえれ
ば、帰ってから話をするお子さんのテンションはます
ます上がることでしょう。
　博物館は子どもだけの場所ではありません。どんな
人でも一生学びを追うことができる場所です。これか
らも、子どもたちに伝えながら大人のみなさんにもメ
ッセージを送りたいと思います。
　今回「ワークショップ展」として展示にしてみたこ
とで、あらためてワークショップの持つ広がりの可能
性を感じているところです。
　これからもよろしくお願いします。　



【ミニ展示】「しぜんしワークショップ展」
【会場】　大阪市東住吉区長居公園1－23　
               大阪市立自然史博物館
　　　　　本館1階ナウマンホールおよび
               ミュージアムサービスセンター周辺
【会期】　2015年12月20日（日）～2016年1月31日（日）
【主催】　大阪市立自然史博物館
【協力】　認定 特定非営利活動法人 大阪自然史センター
               ちゃめっこはくぶつかん
【来場者数】10,731人

この冊子は、平成27年全国科学博物館振興財団の助成を受けて作成したものです。

ミニ展示「しぜんしワークショップ展」記録集
文/佐久間大輔（大阪市立自然史博物館）
　  五月女草子（大阪自然史センター）
イラスト/山中亜希子（大阪自然史センター）
編著/佐久間大輔・大阪自然史センター
　　 ちゃめっこはくぶつかん
制作/2016年3月 大阪市立自然史博物館

私たちと学芸員
ほか多くのスタ
ッフでワークシ
ョップを作って
います

　大阪市立自然史博物館
www.mus-nh.city.osaka.jp
　大阪自然史センター
www.omnh.net/npo
center@mus-nh.city.osaka.jp
　ちゃめっこはくぶつかん
chameco.net

大阪自然史センターのワークショップスタッフ
（2016年現在）


